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（1）対象地域 

茨城県霞ケ浦付近の大豆畑 

 

（2）重要な図表 
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2．提言につながる情報 

 

（1）モニタリングへの活用 

土壌中ならびに植物体中の放射性セシウム濃度は 2011 年と比較して 2012 年はかなり（1オーダー

ほど）低くなっていることが示されている。今後、特段の汚染処理を施さない限り、このような濃

度の減少は見込まれず、微減もしくは一定の状況に収束すると思われる。しかし、濃度が急激に増

大することも否定できない。土壌や作物に含まれる放射性セシウムのモニタリングは継続して行う

必要がある。 

 

（2）流出挙動・経路 

原発事故 4，5年後，耕耘試験区に比べて非耕耘試験区では，大豆によるセシウム吸収が高くなり、

カバークロップ（休耕地の雑草、ライムギ、ヘアリーベッチ）へのセシウム付着密度も高かった。

大豆粒と残渣への移行係数からみても非耕耘試験区で最も高く、特に交換性セシウム（1M 酢酸アン

モニウム抽出）に着目した移行係数(eTF)は高かった．耕耘作業を行うことでセシウムが深部へ移

行する可能性は大きくなるものの、根圏域に存在するセシウム量は少なくなることから、農作物へ

の移行の可能性は低くなると思われる。 

 

（3）除染の際の留意点 

土壌鉛直の中で表層土壌（0-2.5cm）でのセシウム濃度が最も高く、特に非耕耘試験区で顕著であ

ったことから、除染作業は耕耘前に行うことが望ましい。 

 

（4）担当者のコメント 

耕耘によって農作へのセシウムの移行は低くなることが示されているものの、土壌深部への浸透は

懸念される。（３）で先述のように除染が十分になされてから、本研究の成果を活用することが望

ましい。 

 

 


